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研究成果の概要（和文）：質問紙と行動課題測定による情動知能の間には相関がなく、両者は異なるものとされ
てきたことを踏まえて、本研究では下記計測により情動知能の包括的な理解を目指した。（1）情動知能の新た
な行動課題を考案するとともに基本心理特性が確認された新規情動喚起刺激を作成した。（2）質問紙による情
動知能は行動課題により測定された一般知能や実行機能とは相関がみられなかった。（3）情動知能と相関する
脳構造部位は、パーソナリティ特性に関連する脳部位と重複している可能性が示された。（4）個人の脳データ
から個人の情動知能を推定するため、情動知能データを標的として脳データを入力とした機械学習を行い、分類
器を作成した。

研究成果の概要（英文）：Although both measurements target emotional intelligence (EI), previous 
studies indicated that questionnaire- and task-EI were not correlated with each other. Here we 
devised new EI tasks and stimuli and combined brain measures with psychological measures to 
comprehensively understand various aspects of EI. (1) We devised emotional tasks and stimuli (faces,
 sentences, and animations) and the corresponding emotional responses were quantified. (2) We 
explored the relationships among EI, general intelligence (GI) and executive functions (EF), showing
 that questionnaire-EI was correlated with questionnaire-EF but not with GI and task-EF. (3) We used
 a measure of regional gray matter volume (rGMV) to examine the relationship between EI and 
personality. Results showed that the rGMV associated with EI mainly overlapped with that of 
personality. (4) We devised new support vector machine classifiers related to brain structural and 
functional data for EI as a target to estimate individual EI.

研究分野：実験心理学・脳科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
国内では質問紙法によって情動知能の測定がなされることがほとんどであるだけに、新たな情動喚起刺激および
行動課題を考案したことが本研究の特色であり、これは情動知能を包括的に理解するステップとなる。また情動
知能を一般知能や実行機能という社会適応を支えうる他の主要な心的機能との関係の中で、その機能的意味を捉
え直す先駆的な試みも実施された。そして、脳機能・構造データを入力、情動知能データを標的とした機械学習
を実施して作成した分類器は、集団の平均的傾向ではなく個人の情動知能を予測する手段となり、教育的サポー
トや精神障碍の診断補助等のニーズにこたえることが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
個人がもつ情動知能（コミュニケーションにおいて自己や他者の情動を理解・制御する能力）
の推定は、心理学、脳科学によりアプローチ可能であり、社会人教育の質・就業支援・福祉・
医療の向上といった社会貢献につながる重要課題である。現在に至るまで国内では情動知能は
主として自己報告に基づく質問紙法を用いて測定がなされている。しかし、質問紙法は測定に
おける客観性が不足しているとの声がある。他方で、海外では課題遂行型の客観的測定法とし
てMayer-Salovey-Caruso Emotional Intelligence Test (MSCEIT; Mayer, Salovey & Caruso, 
2002) が提案されている。近年、MSCEIT や新たな行動課題による客観的な測定法を使って、
統合失調症に関する医師の診断を裏付けようとする研究もある (Green et al., 2000; Kawachi 
et al., 2014)。 

MSCEIT は、情動にまつわる問題を記述したシナリオを用いて、そこで考えられうる行動
が効果的か否かを研究参加者に評定させることで情動知能を測定する。しかし、MSCEIT は
ある状況で人はどのような情動を引き起こすか等の情動に関する一般知識・常識を問うものが
多く、研究参加者が情動関連の知識をどの程度活用するかという能力や特性を測定できない
（Mikolajczak, 2010; 野崎, 2015）。また、MSCEIT は、文化や文脈の影響から一般的な知能
検査のように正解・不正解という明確な基準の作成ができない（小松・箱田, 2011）。したがっ
て、正解・不正解が文化にあまり依存しない、そして実際に情動に関連する知識を活用する能
力・特性を客観的に測定する方法が必要だと思われる。関連して、質問紙法と行動課題測定に
よる情動知能には相関がないことを多くの研究が報告している（Bastian et al., 2005 等）。現
時点でこの知見は、情動知能に関する 2つの測定法は異なる心的過程を対象としているためだ
と解釈されている (Mikolajczak, 2010)。しかし、現在に至るまで十分な検証はなされていな
いのが現状である。 
 
２．研究の目的 
質問紙と行動課題測定法で測定される情動知能に相関が得られず、両測定が異なる心的過程
を対象としている問題に関連して、①国内では数少ない情動知能の行動課題測定法および情動
喚起刺激を考案し、②脳構造・機能測定という第 3 の指標から情動知能を検証することで、包
括的に情動知能を理解することを目指す。さらに、③IQ に代表される一般知能、IQ とは独立
とされ社会適応に不可欠な主要 3要素をもつ実行機能との関係の中で情動知能を捉えて記述す
る。分析では相関分析等による集団特性の把握に加えて、脳計測データを入力とし、質問紙法
による情動知能を正解とした機械学習を実施して入力から正解を導く関数を求める。これによ
り「個人」入力から未知の「個人」の情動知能を推定する先駆的な研究が実現できる。 
 
３．研究の方法 
①情動知能の新たな課題遂行型測定法の考案 

情動に関連する情報を活用する能力・特性を志向した情動知能（表情認知・他者視点取得・
共感・行為理解）の課題遂行型測定法を考案し、必要となる情動喚起刺激等の収集・作成を行
い、当該素材の基本特性を測定してデータベース化した。 
表情認知に関連して ATR-Promotionsおよび産業総合技術研究所による顔表情データベース
を入手し、得られた顔画像のすべてを FaceGen（https://facegen.com/）に取り込んだ上で Ekman
（1992）の文化共通とされる 6感情を参考に、「怒り」「悲しみ」「喜び」「嫌悪」「恐怖」
「驚き」に対応する顔画像（表情強度 20, 40, 60, 80, 100%）を作成した。そして、各顔画像が
表す感情の強度を 5件法で評定させた。各感情を表す表情強度がどのように評定値に反映され
るかの表情認知の一般的データを得ることを目的として実験を行った。 
他者視点取得・共感に関連して、音声、アニメーションを情動喚起刺激として用いた先行研
究を参考に 6感情の特徴を捉えた情動喚起文を作成した。喚起する感情は、Ekman（1992）の
6感情をおよび何の情動も喚起しない「中立」の 7つに分類した。文章は合計で 280文作成し
た。作成した情動喚起文全てに対して「感情価・覚醒度・文章の理解度・経験の有無」を評価
する実験を行った。 
行為理解に関連して、Heider & Simmel（1994）および Abell, Happé, & Frith（2000）を参考に、

Ekman（1992）の 6感情を表現する 50のアニメーション刺激を作成した。作成方法は複数名で
各情動に対応するアニメーションを複数作成するというものであり、作成したアニメーション
を研究参加者に提示し、アニメーションが表す感情を分類するよう求めた。その分類結果に基
づき、アニメーション刺激の選定を行った。 

②情動知能・一般知能・実行機能の独立性の検証 

情動知能を他の心的機能との関係性の中でとらえるため、一般知能・情動知能の測定に加え
て、社会適応に必須とされ、3 つの下位要素、①情報の維持、②心的構えの切り替え、③反応
の抑制からなる実行機能（executive functions）を測定した。具体的には、本研究では、各要素
を Keep track 課題、Category switch課題、Stop signal 課題を用いて網羅的に測定した。またエ
フォートフルコントロール尺度を用いて質問紙による実行機能の測定も行った。なお、一般知
能についてはWAIS-III、情動知能は EQS（Emotional Quotient Scale）にて測定した。そして、
これら 3つの心的機能の関係性について検討を行った。 



 

③脳計測データの観点から分析した情動知能 

解剖画像として用いられる T1 強調画像をボクセルごとに白質、灰白質、脳髄液の各組織に
分割し、質問紙測定による情動知能・パーソナリティ、およびWAIS-IIIによる一般知能と局所
灰白質体積が相関する脳部位を検討した。特に、情動知能とパーソナリティの類似性を脳計測
データの観点から検討するために Hu et al （2011）にならい、局所灰白質体積を予測変数、情
動知能を説明変数、交絡しうる共変量として一般知能・パーソナリティを設定した一般線形モ
デルを解剖画像データにあてはめて求められるパラメータ推定値について統計解析を行った。 
④機械学習を用いた個人の情動知能の推定パラダイムの構築 

心理学的データ（情動知能に関わる質問紙および課題遂行による心的機能に関するデータ）
および脳計測データ（解剖画像・安静時脳活動データ）からなる多次元データを用いて、心理
指標との関連が有意な脳内ネットワークを同定した。この同定されたネットワーク（のエッジ）
を機械学習アルゴリズムの 1 つである SVM（support vector machine）の入力に使用し、質問紙
により測定された情動知能を正解とした機械学習を行い、分類器（Classifiers）を作成した。 
 
４．研究成果 

①情動知能の新たな課題遂行型測定法の考案 

顔画像の評定について、「悲しみ」「驚き」以外の感情については、表情強度が高くなるにつ
れて評定値が上昇した。このことから、うまく情動を認知させるだけの操作ができていること
が確認できた。「悲しみ」と「驚き」についてはいずれも表情強度に関連する形で評定値が上昇
することはなく、全体的に評定値が低いことが示された。すなわち、人工的に設定された感情
の強さの値と実際に感じられる感情の強さは必ずしも関連しない場合があることが明らかにな
った。今後表情強度をより厳密な形で FACS（Facial Affective Coding System）に従った操作を行
い、6 感情のすべてをより強く喚起できる表情操作法の検討を進めていく。さらに現在は表情
強度を操作した実験に加えて、表情呈示時間を操作した実験を行っており、多角的に表情認知
能力の評価に取り組んでいる。 
情動喚起文については、「恐れ」「中立」以外の感情は、喚起することを意図した感情に加え
て特定の他の感情も多く選択されるということが明らかになった。具体的には、「喜び」であれ
ば「中立」が、「怒り」であれば「嫌悪」が、「嫌悪」であれば「怒り」が、他の感情と比較し
て多く選択された。すなわち、文章について感情を喚起する際、個別の感情ごとに、混ざりや
すい他の感情があり、かつその感情に特定の傾向がある可能性が示された。 
アニメーション 50刺激のうち正答率が高いものを採用し、同時に収集した自由記述をもとに
主にアニメーションにおける物体の軌道やスピードを調整し、アニメーションの対象が意図す
る行動が明確に感じられるように整えた。 
現在これらについて上記で作成した刺激を用いて、研究参加者のアレキシサイミア尺度
（TAS-20）および EQS による得点に応じて、刺激により喚起される情動や情動の読み取りに
おける差異を検出できるかの検討を進めている。この他、アニメーションに関連した視覚的短
期記憶実験を実施している。 
②情動知能・一般知能・実行機能の独立性の検証 

質問紙による実行機能測定尺度であるエフォートフルコントロール尺度と情動知能の相関は
比較的高く、「自己対応」は r = .478、「対人対応」は r = .224、「状況対応」は r = .360であった。
しかし、実行機能の 3課題の行動課題データと情動知能の相関はいずれも有意とはならなかっ
た。以上のことから、質問紙による情動知能は一般知能や実行機能から独立していることが明
らかになった。引き続き、行動課題による情動知能と一般知能および実行機能との関係性の検
討を進めている。 
③脳計測データの観点から分析した情動知能 

従来の質問紙による情動知能とパーソナリティの重複を表すかのように、脳構造データのレ
ベルにおいても質問紙で測定される情動知能は一部を除き、その多くがパーソナリティと重複
している可能性が示された。今後は本研究で作成した情動喚起刺激を活用した行動課題を用い
て fMRI研究を展開していく。 
④機械学習を用いた個人の情動知能の推定パラダイムの構築 

機械学習をおこなって作成した分類器を用いることで、新たな個人の脳画像データのみから
当該個人の情動知能を含む心理特性の推定が可能となった。今後は本研究の一環として作成さ
れた新たな機械学習アルゴリズムを試す等しながらさらなる推定精度の向上を目指す。 
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